
 

 

 

              

 曜日 ５月の行事 

9 木 身体測定（ちゅうりっぷグループ） 

10 金 お誕生日会 

13 月 お話の会（4・5 歳児） 

14 火 避難訓練 

16 木 内科健診（全クラス） 

17 金 身体測定（2～5 歳児） 

クラス懇談会（3～5 歳児） 

20 月 身体測定（さくら・さくらんぼグループ） 

22 水 わらべうた（4・5 歳児） 

24 金 クラス懇談会（0～2 歳児） 

202４年５月１日 

     社会福祉法人 はとのさと福祉会 

神戸大学はとぽっぽ保育所 

(078)382－6984 

HP http://hatonosato.or.jp 

 

 

 

はとぽっぽだより 

  

気持ちのよい季節になりました 

 今年もたくさん花を咲かせた桜の木は、生き生きとした緑の葉をたくさんつけています。欅の葉の間から 

こぼれる日の光がとても気持ち良く感じる季節となりました。 

この季節は、おしゃべりしているようなツバメの鳴き声で目覚める毎日。洗濯を干しながら電線にとまっ

ているツバメを観察するのが楽しみの 1 つです。 

 最近は春や秋が短く感じるのですが、少しでも過ごしやすい気候が続いて欲しいと思います。 

                                       

 

 4 歳になるお友だち 1 名 

 2 歳になるお友だち 2 名 

 おたんじょうび おめでとう！ 

 子どもの一言から・・ 

新しい環境になり 1 か月が経ちました。先日「きょうはここ？」

と以前過ごしていたお部屋を指さす 2 歳児さんがいました。も

しかすると『いつになったら自分のお部屋に帰るんだろう‥』と

思っていたのかも！と気付きました。大人には当たり前の進級、

新しい年度。子どもたちにとってはそうでないことがたくさん

あるのですね。子どもの言葉だけでなく表情からも子どもたち

の思いに気付けるようにいたいと改めて思いました。 

 

５月からの新しいお友だち 

ちゅうりっぷグループ 

    

1 名のお友だち 

        いっぱい遊ぼうね！ 

 

 

 

 

 

2024 年度  ５月号 

お知らせです♪ 

 今年も親子交流を行います！ 

5 月は・・・ 

25 日（土）「青空の下で一緒に遊ぼう」 

31 日（金）夜の食堂オープン☆彡 

～一緒に夜ごはん食べませんか？～ 

 

（詳細は後日お知らせします） 



 

 4 月のクラスの様子 

  さくらんぼグループ     さくらグループ 

保育者や友だちと過ごすことに少しずつ慣れてきた 

子どもたち。さくらさんは、天気の良い日に園庭で遊

ぶことが楽しくなってきているようで「お外にいこう」

と話すとハイハイで元気に飛び出してくる姿がありま

す。 

園庭ではスコップを取り出し手に持ち、床にコツコツ

打ち付け音を楽しんだり、ボールを転がし追いかけた

りするのを楽しんでいます。さくらんぼさんは、安心

してミルクを飲んだり、『だっこして～』と泣いたりと

保育者に甘える姿も出てきています。 

ちゅうりっぷグループ 

4 月は暖かくなってきたので戸外でたくさ

ん遊びました。その中で新しい担任とも少

しずつ仲良くなり、「まてまて～」と追いか

けると笑い声をあげながら逃げたり、「どこ

かな～？」とかくれんぼごっこをすると

「ばあ！！」と勢いよく出てきて驚かせて

くれたりします。月の後半には、散歩車に

乗って近くの公園にお散歩にも行きまし

た。5 月ももっとたくさんお散歩にいきた

いです！ 

  

ばら組（2 歳児） 

屋上やふれあい広場へ散歩に出掛け、追いかけ

っこをしたりタンポポやちょうちょを見つけ

る等、春を感じながら過ごしてきました。「フ

ーッ」とわたげを吹いて飛んでいく様子を興味

津々で行き先をしばらく目で追っていました。 

保育者と父母を結ぶ雑誌 「ちいさいなかま」より あじさい・ひまわり組（4.5 歳児） 

憧れの「ひまわりさん」「あじさいさん」と呼ば

れて照れる姿もありましたが「保育所で大好き

なお兄さんお姉さんなんだよ！」と今まで以上

に小さなお友だちのお世話をする姿が増えてき

ました。分からないことも今までは、担任に聞

くことが多かったけれど、友だち同士で確認し

合ったり、自分たちでできることはやってみよ

うと動く姿も多くなりました。 

ゆり組（3 歳児） 

進級したことを喜びつつも、新しい担任や環

境にもまだ慣れず、少し戸惑う姿も見られま

したが、少しずつ表情を変えてくれ「先生あ

のね」と話してくれたり、「一緒にこれ作ろ

う」と誘ってくれたりする姿が増えてきまし

た。毎日安心して登園し、好きな遊びを思い

っきり楽しんでいきます。 

 

子どもにかかわる人たちの悩み

や発見、保育制度など様々な分

野の内容となっています！ 


